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  南江尻地域資源保全会の概要 

                             

 

  組織名称    南江尻地域資源保全会 

                    代表 佐藤 与一 

  

所 在 地    宮城県角田市江尻地内 

  

取組期間    平成２６年度～ 

  

会 員 数    ６９名（農業者：６３名 農業者以外：６名） 

  

農地面積    田 ７６１，６９６㎡ 

畑 １０８，４０８㎡   

合計 ８７０，１０４㎡ 

   

交付金額    １，７７２，３００ 円 

    交付単価（円/10a）    交付額（円） 

農地維持支払 
 田 ３，０００   

 畑 ２，０００ 

１，６１９，７００ 

  １５２，６００ 

 

 取組のポイント 

組織は平成２６年度より継続して活動している。農用地・水路・農道の草刈りや泥上

げ等を通し、農業・農村の有する多面的機能が維持・発揮されるよう活動に取り組

んでいる。 

 

 

                    

 

 

 

 

 



 

多面的機能支払交付金事業の取組状況 

  

１．組織の取組事例等 

  活動組織名  南江尻地域資源保全会   市町村名    角田市 

 
 取組開始年度

 

 

 

平成２６年度～
 

 

 会員数 

 

農業者  ６３名 

農業者以外   ６名 

計 ６９名  

認定農用地面積 田 7,617 a 畑 1,084a 草地 －a 計 8,701a 

農業用施設 
水路 

21.3Km 

ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ 

－Km 

農道  

11.6Km 

ため池 

－箇所 

令和２年度
 

交付金
 

 農地維持支払交付金 １，７７２，３００円 

 資源向上支払（協同活動） －円 

 資源向上支払（施設の長寿命化） －円 

 

 ①地域の概要 

 

 当地域は、角田市北部に位置した農地で水稲を主産業とする農村

地帯である。平成 26 年度に発足し、農用地 8,701a、水路 21.3 Km、

農道 11.6 Km を対象に活動している。 

 ②組織体制 
 平成２６年度より発足し、農業者を中心として、農地維持活動を

継続している。  

 

 

 ③取組みの概要 

 

 

 【農地維持支払交付金】 

 ・農用地：草刈り 年１回 

 ・水 路：草刈り 年３回、泥上げ 年１回 

 ・農 道：草刈り 年３回、泥上げ 年１回 

 ・点 検：毎年４月に実施 

 

 ④取組の効果 

 

 農用地、水路、農道等の保全活動により、農業・農村の有する多

面的機能が維持・発揮されるとともに、地域資源の適切な保全管理

に寄与している。 

 ⑤今後の課題 

 

 農業後継者の不足と高齢化が大きな問題となっており、安定した

保全管理の継続が課題となっている。 

そのため、現在、当農用地で「尾袋川東地区ほ場整備事業」が展

開されており、法人への農用地集約等を推進し、担い手と地域住民

の適切な役割分担を検討していきたいと考えている。 
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